
　　　　

2025 年 3 月 13 日

9 時 0 分から 17 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 社会の中で生きがいを持ち、豊かな人生を送れるように、一人の人として生きる力をつけられるよう支援していきます。

事業所名 児童発達支援センター　三気の家 作成日支援プログラム（参考様式）

1.周囲の環境や関わる人との関係性、物の概念形成を促し、適切な行動を身につけられるよう支援します。
2.言語検査の実施や学習で個に合った方法で、認知や概念形成の習得や拡大を支援します。
3.健康的な食事がとれるよう食事指導を行います。
4.活動を通し、『同じ空間』や『同じ活動』を共に楽しめるよう取り組みます。
【具体的な活動】1.リズムでの適切な理解と行動　2.偏食に対する支援 3.言語検査訓練 4.概念学習 5.親子タイム 6.製作

お互いに伝えあえることを目指して、こどもたちが『座れる』『見る』『耳を傾ける』『真似る』『理解する』『伝える方法を見つける』などのスキルを身につけるために、集団活動や個
別訓練を行います。これにより、こどもたちのコミュニケーションスキルを育てます。
【具体的な活動】1.集団活動での模倣（粗大模倣、手遊び模倣、音声模倣、言葉遊び） 2.個別学習 3.言語訓練 4.動作法訓練 5.個に合わせた挨拶・伝え方の練習

皆と『一緒の場所』で『同じ活動』に取り組めること、順番や役割、ルール、感情のコントロール、人への関心や思いやり、達成感など社会の中で生きていくために必要な力を育てます。
【具体的な活動】1.リズム・集会・外歩き等の集団活動 2.SST 3.協同遊び 4.感覚統合・音楽療法 5.行事

支援方針

1.食事、排泄、衣類の着脱、挨拶などの基本的生活習慣を確立させます。                                                                                            2.持続
力、適応力、体力をつけるために、リズム、体操、集会、戸外活動、製作活動、音楽活動などを行います。
3.コミュニケーション能力を養うため、歩く、座る、見る、真似る、指示に合わせる、言葉の指導、身体へのアプローチなどを行います。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

1.季節の行事(七夕、ハロウィン、クリスマス会、節分)2.夏まつり 3.外出レクレーション(公共の施設・交通機関の利用) 4.山登りやハイキング 5.プール遊び 6.運動会 7.ダイナミック
リズム 8.食育（野菜の収穫） 9.サッカータイム 10.音楽療法タイム 11.感覚タイム 12.地域の保育園との交流会
卒園後：卒園児保護者向け学習会、卒園児保護者の交流の場の提供

（別添資料１）

家族支援

『保護者がわが子の一番の理解者となる』ことを目標に、保護者に寄り添い安心
して子育てが出来る様に支援します。保護者参加型の行事や外部からの講師を招
いての定期的な学習会を通し、こどもとの関わり方や困り事の理解を深める機会
を提供します。また、面接や連絡帳、LINEなどを活用してコミュニケーション
の機会を創出します。
【具体的な支援】親子タイム・親子通園・運動会・親子遠足

移行支援

1.移行支援シートや情報提供書を作成し、就学先との情報交換会や活動見
学を提供し、情報提供を行います。
2.必要に応じて支援者会議を実施し、スムーズな移行支援を行います。

地域支援・地域連携

熊本市児童発達支援センター機能強化事業、熊本市障がい児等療育等支援事業、
必要に応じて保育所等と情報を共有し、こどもが安心して過ごせるよう支援しま
す。地域の保育園との交流会を通して、違う環境下での新たな経験や般化を深め
ます。また、熊本市自立支援協議会や熊本県、熊本市主催の会議に出席し、地域
連携・地域支援に努めます。
【具体的な支援】こども園との交流・地域の作品展に出展

職員の質の向上

こどもの特性に応じた理解と支援方法、技術の向上を目指し、
1.スーパーバイズ研修(事例検討会、活動の言語化) 2.虐待研修 3.メンタ
ルトレーニング研修 4.動作法スタッフ研修 5.強度行動障害支援者養成研
修 6.BCP研修 7.ペアレントプログラム研修

支　援　内　容

1.健健康状態の維持・改善には、生活リズムと生活習慣の形成が必要です。
動的活動と静的活動のバランスを考慮し、日中に視覚や聴覚を刺激し、動きや座るといったメリハリのある活動を行います。
2.基本的生活スキルの習得を個に合わせてサポートします。
健康状態の維持や改善、生活リズムや生活習慣の形成、基本的生活スキルの習得を目指します。
【具体的な活動】1.健康管理　2.給食、排泄、着替え、歯磨き　3.朝の会からスケジュール確認　4.連絡ノートの活用　5.親子通園　6.面談

身体を作ることは、体力や頑張る力を育むために重要です。
1.さまざまな身体の感覚や感触を刺激することで、運動機能、バランス感覚、力の強弱、距離感などの発達を促します。
2.感覚過敏や鈍麻に対しては、環境の調整やリラクゼーション技法を取り入れ、段階的にアプローチします。
【具体的な活動】1.歩行訓練、登山、園庭遊び　2.リズム運動での姿勢変換　2.集会での座位姿勢の習得と保持　3.製作　4.感覚統合　5.音楽療法　6.個別学習　7.プール遊び
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